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前回のおさらい ： 今後について 

 未定 
 考えてはいます… 

 迷走中… 

数値化って何？ 

 UXってもう考えないの？ 

 「自動車」という新天地に行く？ 
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す
み
ま
せ
ん…

 



修論のアイデア ： その１ 

 顧客の要求と獲得・分析した要求の妥当性確認方法の定量化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 疑問 

 ステークホルダから獲得した要求が妥当かどうかを定量的に評価できないか 

アプローチ ： 評価方法の改善 

          インタビューの改善 
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要求獲得・分析 
ステークホルダ 

  

要求 

妥当性確認 



修論のアイデア ： その２ 

 要求の集合知によるソフトウェア開発 
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ステークホルダ 集合知 

Matching 

ソフトウェアの部品 

 背景 

 ソフトウェアの早期開発 

 

 課題・疑問 

 巨大システム作成に適用可能か 

 要求の入力の方法？ 

 要求分析は必要か 

 誰が入力するか 

 集合知の構造 

 マッチングのアルゴリズム 

 



修論のアイデア ： その３ 

 HTML5を用いた車載システム構築 

 HTML5を表示器系に使ったら面白いんじゃないか 

 

 

 

 

 

疑問 

従来とは実装方法が違うため
CANやLINとの連携は…？ 
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User Experienceは 

アイデアが思い浮かばなくて 

どこかに行ってしまいました… 

某社の(デモ)ソフトウェア 

は使ってなかったので 

と，思っていたら… 

予感はしていたが… 

実装されていた…(・ω・｀) 



修論に向けて 

 今回の論文 

 StakeSource2.0: Using Social Networks of Stakeholders to Identify and 

Prioritise Requirements 

 

 参照する目的 

 集合知に似た技術や先行研究について学ぶ 

 

 論文の提案内容 

 協調フィルタリングを用いたステークホルダの特定，優先順位付け 

 StakeSource2.0の紹介 

要求獲得手法の効率の良い手法へのシフト 

 

 期待効果 

 アナリストの作業負担の軽減 

 要求の完全性 ＆ 要求の優先順位付けの精度の向上 
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概要 

 背景 

 不十分な要求 

プロジェクト失敗の主要な原因の一つ 

要求獲得 … ソフトウェア工学における重要なステップ 

 

 多くのステークホルダと要求を持つ大規模プロジェクトの成功 

システムアナリストに依存 

 

 問題点 

 インタビュー手法は大規模プロジェクトに不向き 

ステークホルダの一部とその要求のみサンプリング 

重要な要求の除外や誤った優先順位付けの可能性 

 

 提案内容 

 クラウドソーシングのアプローチ，ソーシャルネットワーク，協調フィルタリング
を用いた要求獲得，優先順位付けのためのツール 

8 

インタビューによる要求獲得， 

優先順位付け 



StakeSource2.0 

 StakeSourceの後継 

 ステークホルダ分析のためにソーシャルネットワークを利用するツールを拡張 

 ソーシャルネットワークと協調フィルタリングを利用 

要求の識別，優先順位付けを追加 

 

 機能 

 自動的にそれぞれのステークホルダから要求と要求の評価を収集 

 協調フィルタリングアルゴリズムの実行 

ステークホルダに関心のある要求を推奨 

各要求の優先順位付けの計画 

 

 対象 

 分散した場所に多数のステークホルダを持つプロジェクト 
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機能 ： 要求の識別 

 要求の完全性を高めるためにステークホルダの集合から要求を識別 

 StakeSource2.0 ：ステークホルダに要求のリスト(評価表)を提供 

 ステークホルダ  ：要求のリストを評価，リストにない要求を追加 

 アナリスト      ：プロジェクトの作成，プロジェクトの説明の入力 
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ステークホルダは 

新たな要求を提供，評価 

重要度は「★」で評価 



機能 ： 要求の優先順位付け 

 プロジェクトへのステークホルダの影響と要求評価を利用し優先順位付け 

 注意 ： システムは迅速に提供されなければならない 

要求がすべて実装され得るとは限らない 

優先順位付けが必要 

 

 優先順位付けされた要求リストにステークホルダの要求の重要度を統合 

要求に対する重み付けにより，相対的優先順位を付加 

 

 

 

 

 

 

 

 ステークホルダの影響の評価 

ステークホルダのペア間の最短経路数の合計で評価 
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複数のステークホルダによる 

評価から導き出される 



機能 ： 興味ある要求の推薦 

 協調フィルタリングを利用し，未評価要求へのステークホルダの好みを予測 

 最高予測評価を持つ要求をステークホルダへ推奨 

 協調フィルタリング 

ステークホルダの好みの予測に利用 

一部のステークホルダに特定された要求を必要とするステークホルダに推奨 

要求の優先順位付けをサポート 

 

 

 

 Item-to-itemの協調フィルタリングアルゴリズムを利用 
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協調フィルタリング 
ユーザの好みの予測のために推薦システムで利用される技術 

多くのユーザからの嗜好情報を収集し推薦 



機能 ： 競合するステークホルダの強調 

 要求に相反する好みを持つステークホルダを強調し，その位置を公開 

 ある要求 

積極的に評価するステークホルダ 

消極的に評価するステークホルダ 

 中心的な立場のステークホルダが消極的に評価しているかどうかに着目 
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選択したステークホルダの要求も確認できる 

強調されたステークホルダ 



実装 

 十分な数のステークホルダに働きかけるために広く利用可能 

 Web-baseのアプリケーションとして実装 

 動的に要求の評価を組み込む 

 スロープワン協調フィルタリングアルゴリズムの実装 
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今後について 

 修論アイデア2を実現するために何を行うべきかの特定 

 要求に関して要求獲得，要求分析のどこに中心的な焦点を当てるか 

 協調フィルタリングは使えるかの検討 

 そもそも先行研究があるのかの調査 
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まだ雲の上の話状態ですが… 

少しずつ 
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